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研究要旨：

世界有数の高齢化社会を迎えているなかで、IBD においても高齢患者が増加している。本プロジェクト

では、高齢化社会における IBD 診療の課題を全国規模のレジストリを構築することで明らかにし、高齢

者 IBD 患者特有の問題点とその解決策を見出すことを目指す。
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A. 研究目的

我が国は世界有数の高齢化社会を迎えている

なかで、若年発症の多い IBD においても高齢患

者が増加している。その内訳としては、長期経過

による高齢化だけでなく、高齢発症患者の比率も

増加しつつある。高齢患者では、併存疾患の存在

や、疾患の性質が異なる可能性をも考慮する必要

があり。本プロジェクトでは、高齢化社会におけ

る IBD 診療の課題を明らかにし、その解決策を

見出すことを目的とする。

B. 研究方法

難病プラットフォームを使用し、他のレジス

トリとの共通部分には IBD としての共通項目を

入力し、それに加えて高齢者プロジェクトの固有

項目を収集する方式とする。まず高齢患者（協議

の末 75 歳をカットオフとして登録することし

た）を全国横断的に収集し、その特徴を明らかに

する。次いで登録症例について 1 年に 1 回、IBD
関連入院、手術、死亡といったハードアウトカム

については縦断的に追跡することでその経過や予

後についても検討する。

（倫理面への配慮）

難病プラットフォームのデフォルトに従い、

書面による同意を取得して登録する。

C. 研究結果

現在準備中である。

D. 考察

E. 結論

全国的な大規模レジストリの構築により、今

後ますます重要性が増すであろう高齢者 IBD の

実態が明らかになることが期待される。

F. 健康危険情報

特になし

G. 研究発表
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